
社会的孤立のリスクを抱える人々を受け止めるセーフティネットとしての地域づくり
～重層型プラットフォームによるケアリングコミュニティの形成都市型モデル事業～

支援対象者
→高齢者、障がい者、

外国人、母子・父子世帯、患者･･･

日常生活支援
→フェリスター（株）のMSW
によるワンストップサービス

介護
→がんこクリニックとの連携
居宅介護支援事業所（約200社）
＋麻生介護サービス(株)

住まい
→福岡市・市社協

住まいサポートふくおか
社会貢献型空家バンク

＋居住支援法人

終活（死後事務）
→市社協-ずーっとあんしん・やすらかパック

＋がんこクリニック（在宅看取り）

後方支援
認知症支援（権利擁護）
→市社協-法人後見、日常生活自立支援事業
→伴走型支援の開発（仕組みづくり）

・見守り
・緊急時対応
・専門相談
・権利擁護
・死後事務委任
・家財処分
・葬儀
・埋葬、納骨 等

協力店
（不動産管理会社）
約４７社

後方支援
・社会福祉法人によるライフレスキュー事業
→県社協・区社協
（ゴミ屋敷等困難ケースに対応）

・買い物支援
・外出支援
・家事支援
・傾聴支援 等

ハブ的役割-いつでもボタン（ICT)
→(株)日新システムズ

身寄りなし・保証人なし高齢者等の支援
→今日的課題、制度のすき間への対応

地域福祉の基盤となる住民主体の小地域福祉活動
→「共生支援」による社会的孤立の解消→つながりの場としての地域づくり

一体的提供

医療（予防）
→がんこクリニック

在宅診療
２４H３６５日対応

社会参加・社会的処方
→区社協

社会的課題の評価・診断に基づ
く地域の活動やサービスの提供

意思決定支援（規範的統合）


